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購入ご希望の方は西大寺観音院（０８６－９４２－２０５８）または 

お問合せフォームよりお尋ね下さい。 ※ １１１１枚枚枚枚３３３３，，，，００００００００００００円円円円（本堂お守り授与所） 

 

 



 

1. 冬来 TOURAI -コトノハジマリ- KOTONO HAJIMARI- 

2. 声明 SYOUMYOU 四智梵語 SHICHIBONGO -シチボンゴ- 

3. 声明 SYOUMYOU 至心発願 SHISHINHOTSUGAN-シシンホツガン- 

4. 声明 SYOUMYOU 称名礼 SYOUMYOURAI ショウミョウライ- 

5. 声明 SYOUMYOU 仏讃 BUSSAN-ブッサン 

6. 会陽甚句 EYOUJINKU -エヨウジンク- 

7. 太鼓組曲 TAIKO SUITE 会陽鳴動 EYOUMEIDOU 第一楽章 The first movement 慈音 JION -ジオン- 

8. 第二楽章 The second movement 散華 SANGE -サンゲ- 

9. 第三楽章 The third movement 鳴動 MEIDOU -メイドウ- 

10. 朗詠 ROUEI み仏の MIHOTOKENO-ミホトケノ- 

11. 宝木 SHINGI -シンギ- 

12. 春陽 SYUNYOU ハルノキザシ HARUNO KIZASHI- 

内容紹介 

CD「会陽(えよう)おと曼荼羅(まんだら)」は、西大寺会陽が今年 500 周年を

迎えたのを記念し制作された長編組曲である。会陽(えよう)に向けた一連の儀

式から裸衆が宝木を奪い合う本番、春の到来までを 12 曲にまとめた。2010 年

11 月 3 日に発売。当日西大寺観音院で行われた牛玉所殿(ごおうしょでん)の

落慶法要で一部が披露された。組曲は、会陽が末永く続くようにとの願いを込

めて制作。岡山市出身の尺八演奏家で作曲家の土井啓輔さんに作曲・作詞・

編曲を依頼した。笛や三味線、シンセサイザーなどさまざまな楽器と音を使って

約 45 分で構成している。寺の鐘の音が静かな「冬来」で始まり、僧侶が厳かに

読み上げるお経と音楽を組み合わせた「声明(しょうみょう)」、宝木投下を待つ

緊張感を表現した「会陽甚句(えようじんく)」と続き、太鼓組曲「会陽鳴動(えよう

めいどう)」で宝木投下前の熱を伝えている。宝木(しんぎ)争奪戦を表した「宝木

(しんぎ)」は「わっしょいわっしょい」というかけ声で始まり、オーケストラ演奏で

本番の盛り上がりを伝える。最後の「春陽」では会陽とともに到来する備前平野

の春を表現した。 

 


